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Summary
This article discusses the possibility to use the textbook explicitly explaining Eng-
lish grammar in the classroom of a Japanese university. Teachers who are in charge 
of English lesson in Japanese university sporadically see students insist that gram-
mar learning is unnecessary and unrelated to gain higher proﬁciency of English con-
versation. But, conisdering current viewpoint of ELT (English Language Teaching), 
acquisition of grammar is always thought as indispensable part of the acquisition 
of English and the focal point of grammar learning is discussed as “Consciousness 
Raising”, which means the learners’ own understanding of grammatical viewpoint 
of English. Therefore, this article made a small research based on two points. As the 
ﬁrst point, the author revealed Japanese university students’ own viewpoint about 
grammar learning of English. As the second point, author managed some lessons 
using English movie, and tried to ﬁnd out the alteration of students’ own thoughts 
concerning how they think about the textbook explicitly explaining English gram-
mar. As a conclusion, there was an internal change about learning English grammar 
within learners.
1．緒言
　2010年現在において日本の大学はいわゆる全入時代と呼ばれる時期を迎え
ているが、日本の大学生の基礎的な学力低下は、さまざまな分野で議論の対
象となっている。英語学習においては、英語使用の将来における必要性が高
い状況にありながら、大学生における非常に基本的な英語構文の習得の不十
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分さが遺憾ながら現れる事態となっている。
　英語教育学におけるこれまでの研究成果の中で、英語の語法や文法に対す
る学生側の習熟度に関する議論や、その改善についての議論が非常に貴重な
内容を含んでいる事は言うまでもない。しかし、それらの研究の視点とは少
し角度を変えて、英語授業・英語学習における大学生自身が持つ英文法学習
への視点、言い換えれば、日本の大学生が持つ英文法学習への意識、につい
ての議論や研究には、未だ多くの余地が残されているように見える。
　筆者は、大学における英語授業の中で、非公式な形で学生との会話の場を
複数回持ったが、2004年4月から2006年7月までに至る期間において10クラス
を担当するなかで、以下のような学生側の意見を、学生との会話の中で何度
も耳にした。
　　「（英会話を身につけたいが） 英語で会話するためであれば、構文や語法
の勉強は必要ないと思う。」
　　「英会話は、単語を適当につなげて喋りさえすれば上達する。だから文法
の勉強は要らない。」
　　「単語を並べて、あとはジェスチャーを加えればネイティブには伝わ
る。」
などである。
　学生の中に、このような意識があるのであれば、教員が英語授業の中での
英語文法の指導を行おうとしても、学習者の注意をひきつける時点から既に
困難である状態に直面する事は当然といえよう。言うまでもないが、上記の
ような英文法への視点は、“英語運用能力”（Proﬁciency：実際のコミュニケー
ションにおいて、言語に関する知識およびそれを使用するための能力（Ellis, 
R. and G, Barkhuizen. 2005: 362））を高める上で適切な視点であるとは言いが
たい。後述するが、英語教育学（English Language Teaching: ELT）の視野か
らしても、文法習得は極めて重要な研究テーマの一つであり、当然ながら無
視されて良い内容ではない。
　よって、本稿では以下の二点が議論の背景にある。まず、（1）大学で英語
授業を担当する教員は、いかにすれば大学生の英語文法への意識の変革に対
しての可能性を見出せるのだろうか。また、（2）英文法を明示的に示した教
科書（いわゆる英文法の教科書）を、日本の大学で使用できる可能性はある
のだろうか。
　本稿が大学の英語授業における英文法指導にまつわる視点に寄与できれば
幸いである。
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2．本研究の目的と用語の定義
2.1 本研究における3つの目的
　研究を行う際における以上の背景をふまえ、本研究では、以下の三点を具
体的な目的としつつ1つの調査を行った。
①「英会話において、明示的に英語構文や語法を示した形の学習は必要な
い。」という視点は、大学生に本当に共有されているのか。（ここでの英会
話とは英語使用におけるリスニング・スピーキングを指している）
②もし共有されている場合、どのような授業が「英会話と明示的な形での英
文法学習の関連への気づき」を与えられるのか。（第二言語学習の文法習得
に関わる先行研究が持つ視点に関しては、次章にて言及）
③大学英語授業における「明示的に英文法を示した教科書」を使用できる可
能性はあるのか。
　これらの目的をふまえ、本稿では、以下の節において、まず英語学習にお
ける文法習得の諸概念について先行研究に触れつつ言及する。次に、本研究
でいう英文法の教科書の定義について、次節にて簡単に言及しておく。英語
授業においては様々な教科書が存在している。そのいずれも正しい英文法を
意識して編纂されたものであり、どれをとっても英文法習得の一助となりう
る。しかし、本稿では「明示的に英文法を示した教科書」という限定を付け
て研究を行っている。ゆえに、定義について触れておく必要があると思われ
る。第3章より、具体的な授業を通した授業・研究内容に触れる。
2.2 会話を含めた英語の文法学習に関するELTの諸概念
　本研究における英語文法の学習における諸概念について、先行研究に触れ
つつ明確にしておく。まず、英語文法の学習における学術的概念の変遷は、
時期によって以下の3段階に整理される。
（1）PPP → 60年代
（2）Natural Approach → 80年代
（3）Task-based Approach → 90年代
　以下ではそれぞれの概念についての説明を加える。
（1）PPP
　この視点は「最初に文法を提示し（Presentation）、練習し（Practice）、発話
（Production）に至る」という観点に基づいた文法教授法である。一般的に70
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年代までの日本で行われていた「文法の授業」がこれに相当する。現在にお
いても一部の学校や予備校、塾などでは、これらの指導が行われている光景
を見る事ができる。概念そのものが示すように、授業の主体は教員側が握る
形になり、文法用語に基づいた形での授業段階が進む。学習者の側は、教授
された文法事項を、練習問題などを通して習得していく。その結果、文法的
に正しい言語習得がなされるという主張である。
（2）Natural Approach
　上述の PPPの主張に反論する形で現れてきた主張が80年代に生まれた
Natural Approachである。PPPで主張された文法学習では、不自然な形での
学習であり、自然な発話に至らないという反論が生まれた。それらをふま
え、「自然で時間をおかない会話を想定する時、その際の文法は学習者のみに
よって習得（Acquisition）され、教員の指導が干渉できない」という視点で
ある。“Acquisition-Learningの理論”として知られている（Krashen and Terrel 
2000: 26））。
　このアプローチにおいては、聞く・読む、というインプットの部分に非常
な力点が置かれる。言い換えれば、学習者は文法を自然に身につける事がで
きる能力を持っており、教員が文法を学習者に教える事はできないという主
張である。具体的な指導としては、教員の役割としては、学習者の英語運用
能力に応じた英語教材を用意する。学習者は、そこから自分でリスニング・
リーディングの教材を選び、自ら視聴や読解を進める。PPPが教員主導の文
法学習であるとすれば、Natural Approachは学習者主導の文法学習といえる。
（3）Task-based-Approach
　90年代に入り、これら前者2者への批判から生まれた視点が Task-based-
Approachである。この手法は、「PPPの手法は、自然な会話が含まれていな
い反復練習におちいっている。」「Natural Approachでは、誤った文法理解が学
習者によって保持されてしまい、長い期間を経ても矯正され得ないケースが
多々あり（fossilization）、学習者自身のみの力では文法を習得できないと言え
る。教員指導も必要である。」と言った批判を内包している。
　この視点では、PPPの逆を行う事が特徴である。つまり、教員は、先に
taskを与えて会話を誘い（Production, Practice）、その後に文法を提示して解説
（Presentation）する。このプロセスにより、学習者の間に Consciousness Raising
を起こさせる事に重点を置いている。ここでいうConsciousness Raisingとは、
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『学習者自身が言語の特定の諸機能に対して注目し、試用しつつ、自ら結論
を引き出して習得していく事であり、また、教員がそのプロセスを推奨する
事』とされる。（Wills, D. and J, Wills. 1996）言い換えれば、Taskの中で、文
法に対する学習者自身による気づきと、その機能の理解を促す事こそが目的
となる。
　よって、Task-based-Approachを授業で使った場合、英文から、意味だけで
なく、そこに含まれる構文や語法を習得する事への気づきが学習者に起きた
のかどうかという点が慎重に議論されねばならない。
　本稿における研究目的の一つは、前述のように、英会話において明示的に
英語構文や語法を示した形の学習は必要ないという視点が学生に本当に共有
されているのかどうかを検証する事であるが、その研究目的の原点は、これ
らの文法学習・文法教授における先行研究からの視点をふまえている。Task-
based approachで指摘されているように、現在の文法教授・文法学習の研究に
おいては、学習者自身が持っている文法学習に対する観点をふまえる事が文
法習得に関する研究の土台の一つになっている。次章において、この点に対
する具体的な調査検証を論ずる。
2.3 「明示的に英文法を示した教科書」の位置づけ（日本の高校英語教科書
から）
　次に、本稿での研究に触れる前に、本研究の中で言及されている「明示的
に英文法を示した教科書」について定義を述べねばならない。教室内で使わ
れるあらゆる英語教科書や英語教材は、学習者にとって文法学習のきっかけ
となり得るためである。そのためには、日本における英文法の教科書の沿革
に触れておく必要がある。
　まず、中学における英語授業においては、特に「英文法の教科書」は存在し
ない。基本的に中学校1校あたり1種類の教科書が指定され、その中に文法・
長文・会話などの様々な内容が内包された形式を取っている。
　英語学習における教科書の細分化が始まる時期は高等学校以降である。高
等学校における英語授業について、1982年の指導要領より、「英文法」という
検定教科書が廃止された事は一つの注目すべき転機として指摘しておく。そ
れ以降における『高等学校学習指導要領』が設定する日本の高校（普通科）
における現在の英語授業は、2010年現在、以下の6種類となっている。
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（1）オーラル・コミュニケーションⅠ　（2）オーラル・コミュニケーションⅡ 
（3）英語Ⅰ　（4）英語Ⅱ　（5）リーディング　 （6）ライティング  
　以上のように「英文法」の授業はないが、ライティングの教科書に注意さ
れたい （資料2参照）このライティングの教科書の特徴として、英語長文や会
話例などは無く、英文構造の説明に力点が置かれ、①「英語の簡単な例文の
紹介」、②「文の意味ではなく、その構造を解説する日本語の説明」、③「英
文の構造の習得を確認するための簡単な問題」という3要素を持っている。こ
の点で他の教科書と異なる。（ライティングの検定教科書24冊は基本的に全
て同じ構造。）本研究における「明示的に英文法を示した教科書」とは、以上
の3つの要素を含んでいるライティングの教科書として定義しておく。
　具体的な中身は、資料2を参照してもらいたいが、ここで内容を一部抜粋し
ておく。
「明示的に英文法を示した教科書」の一部
（“Practical English Writing”（池田書店）より）
文の組み立て①
A　主部と述部
表1：英語のほとんどの文は「主部＋述部」の形をとっている。
主　　部 述　　部
1．Spring  is  a  beautiful season.
2．Spring begins  in  April  in Japan.
3．I like  spring  very  much.
NOTE:  There is ［are］～ . Here is ［are］～ .の文では述部の後に主語がくる。 
There is a white ower in the vase.
B　S＋ V「－は～する：～がある（いる）」
1．Birds sing and ﬂowers came out.
 　（鳥は啼
な
き、花は咲く）
（中略）
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C　S＋ V＋ C「－は～である：－は～になる」（S = Cの関係）
1．I am tired out from the long walk.
 　（私は長く歩いたのでくたくたです）
（中略）
EXERCISE
1．（　）内に適当な動詞を下から選び、必要なら語形を変えて入れなさい。
1．The pizza （          ） very nice. Why don’t you try it?
2．I am now （          ） at a hotel in the center of the city.
3．My uncle and aunt （             ） in Kyoto the years ago.
 　〔 stay  taste  live 〕
（中略）
2．〔例〕にならって、Thereで始まる文に書きかえなさい。
〔例〕My family has four people. → There are four people in my family.
1．Our school has a big library.
2．This city has three senior high schools.
（中略）
3．（           ）内の動詞を用いて、英語に直しなさい。
1．私は仙台の郊外に住んでいる。
 　（live）
2．この箱の中にはボールが12個入っている。
 　（be）
3．私の姉は2人とも看護士になった。
 　（become）
＊ Notes　1．郊外  suburb（s）
（中略）
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Let’s Practice
　次の空欄部分に合うせりふをつくって、対話の練習をしなさい。
Friend: What’s wrong with you? You looks pale
You: 【                    】
Friend: That’s too bad. You’d better go to see a doctor as soon as possible.
　このように、上述の3点の特徴を持つ英語教科書を本稿で言う「明示的に英
文法を示した教科書」、つまり英文法の教科書と定義づけた上で、具体的な調
査を次章にて論ずる。
3．研究対象と方法論
　前章までの内容をふまえ本章においては本研究の具体的な対象と方法論に
ついて述べる。
3.1 調査対象となった授業に関する概要
　まず、具体的な授業に関連する内容は以下である。
場所：名古屋学芸大学
授業名：「総合英語Ⅱ」（週1回の授業／調査当時は必修科目／授業目的：教員
による自由な目的設定）
学年／人数および性別：大学2年生／29名（男性25名／女性4 名）．
学生の専攻：映像メディア学
担当教員：本研究の実践者である筆者
調査期間：2006年9月29日・10月6日・10月13日の3回の授業。
英語の運用能力：能力別のクラス編成ではないため大きなばらつきがある。
　次に、具体的な英語授業内容について述べる。本研究における目的を検証
するためには、授業内で「会話（Listening, Speaking）に限定した task」を行っ
てみる必要がある。そのため、2種類の taskを準備し実践した。内容につい
ては、（Wills, J. （2004））の提唱する taskを参考とした。具体的な内容と授業
内の手順は以下である。
（1）Text-based-task（Willis 2004: 67-84）
・ 英語圏の映画から1シーンをとりあげ、そこでのセリフに対して書き取り
（dictation）を行う。（資料3参照）つまり、シーン内の scriptを印刷して提
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示しつつ、重要な箇所を空白にして学習者に書き取らせる。
・ 映画の選択においては、学習者に馴染みの深い内容を考慮した。今回の場
合は、“Beauty and the Beast”を題材とした。
・ dictationの開始前に、話のストーリーはクラス全体で確認した。（日本語も
使用）
・ 終了後は教員から正解を説明し、特に大事な文法事項を英文法の用語を使
いつつ解説した。
（2）Creative task（Willis 2004: 27-28）
・ 映画内で使われた英語セリフを使い、自分達で英会話を作る。（資料4参照）
　例として、“Did you see that? It is ～ .”から始めて、“I know it is ～ .”“That 
is funny.”“I am sure ～ .”“No time to explain.”“Let ＋ 人・物 ＋ 動詞”な
どの重要表現を含めて、1つの英会話を作成する。
・ 学生達の専攻が映像メディア学専攻のクラスであった事を考慮し、映画の
シナリオ作成と類似した taskにしてある。
・ 作成後、グループで相談し合って、クラス内でグループごとに1つを発表。
・ 学習者の自主性（“learner autonomy”（Thornbury 2006））を出来る限り推奨
した。
　以上の2種類の taskが授業内で実践されている間、本稿の筆者である担当
教員は、英文法の教科書の使用や、それに関連するような発言は一切行わな
かった。しかし、解説や質問に対する回答には、十分な文法的説明を加えた。
3.2 方法論
　英語教育学におけるデータ収集と分析の手法における方法論については、
他の社会科学と同様に「量的研究」と「質的研究」の2つがある（Nunan 2005）。
量的研究の手法は心理学・教育学などの研究論文、研究発表などで広く知ら
れる研究手法である。ある一定の人間の集団を対象にしてほぼ以下の手法を
取る。
1．研究テーマの設定 → 2．テーマに関連する先行研究を読む → 3．自分の仮
説を設定 → 4．研究対象となる人々を選び、仮説に関連しない条件を全て等
しくした上で“実験群”と“統制群”に分ける。→ 5．仮説に基づいて一定
期間における実践を行い、研究前のデータと研究後のデータを数値化する。
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（五件法・七件法などのアンケート調査の結果やテストの数値など） → 6．統
計学の計算を用いて実験群と統制群の間における比較を行い、仮説の妥当性
を検証する。
　この量的研究は、①得られた結論に対する明確性があり、②得られた結論
が普遍性を帯びる、などの長所がある。その一方で、（1）最初に立てた仮説
に関連しない教室内の情報は、たとえ重要な内容を含むと分かっていても無
視・削除せざるを得ない。さらに（2）教育という文脈の中では、実験群と統
制群という分け方が適当とはいえない、などの欠点をも持っている。
　量的研究と大きく異なり、それに対比するような形となる研究手法が質的
研究と呼ばれる視点である。既に参考になる文献が増えつつあるので、参考
文献の欄を参照して欲しい。ほぼ以下の手法をとる。
1．研究テーマの設定 → 2．テーマに関連する先行研究を読む → 3．自分の
仮説を設定しない。 → 4．研究対象となる人々を選び、主に面接・観察（参
与観察を含む）による広範囲なデータ収集を一定期間行う。 → 5．集められ
たデータを分析し、そこから一定の理論を導く。
　このような質的研究の例としては、事例研究（主に1人を対象）、エスノグ
ラフィ （ー大きく文化背景が異なる集団についての研究）、グラウンデッド・
セオリーなどがある。①幅広い情報を集められるため、上述した量的研究の
欠点を埋められる。さらに②仮説の単なる検証ではなく新たな理論を生み出
す可能性を持つ一方で、（1）データから理論を導くまでの段階に非常な労力
がかかる。また、（2）得られた結論に普遍性・応用性がないという批判をも
らいやすい。といった欠点がある。
　これらをふまえつつ、本研究における3つの目的に基づいて方法論を考慮
すると、基本的に一つのクラスの29人全員にインタビューなどを行うには時
間的な制約が多く、特定のメンバーのみに特定した観察やデータ収集も、授
業という観点からは不適切と判断し、今回はアンケート形式によるデータ収
集と分析によって、学生の意識変化に着目するという量的データに基づく調
査を実施した。しかし教育的観点から、実験群・統制群という分割は行わな
かった。
　補助的な意味で、毎回の授業後に自由記述形式の授業の感想（journal）と
いう質的データをも集め、本研究における補完的役割とした。
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4．授業後の調査結果と考察―アンケートによる質問から―
　本章では、具体的な調査と、その結果について述べる。第3章で述べた2種
類の taskに基づく授業を3回（1回90分）行った後、「明示的に英文法を示し
た教科書」、つまり高校におけるライティングのテキストの、一部分のコピー
を学習者に配布し、それを見ながら8つの質問に回答してもらった。質問の内
容と学習者からの回答の結果、それらに対する考察は以下である。（配布した
テキストのコピーの一部は資料2の物と同様）
Q1：このようなテキストを用いて英語の授業を受けた事がありますか ?
表2：Q1の回答結果
はい いいえ
28（97％） 1（3％）
　この結果から、クラス内のほぼ全員が「明示的に英文法を示した教科書」
を過去において使用した経験があると言える。
Q2：テキスト内の例文は、あなたの英語運用能力の向上に役立ちましたか？
表3：Q2の回答結果
1（全く役立たなかった）
2（役立っていなかった）
3（少々役立った） 4（役立った）
5（非常に役立った）
6（20％） 16（55％） 6（20％）
　1～5の、5つの選択肢から1つを選択する質問形式であったが、28名の中の
22名（79％）が何らかの意味で役立ったと答えている。
Q3： 上の質問で、3、4、5に○を付けた人に質問です。どのような状況で役
立ちましたか？（好きなだけ○を付けてください。）
表4：Q3の回答結果
1（Listening） 2（Speaking） 3（Reading） 4（Writing） 5（Examination）
3（10％） 3（10％） 11（38％） 12（41％） 6（21％）
　この質問に対して、28名中の90％は、テキストの例文がリスニングあるい
はスピーキングで有効と考えなかった。ただ一方で、11名～12名が、Reading
あるいは、Writingの際にはあると考えていた。
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Q4： テキスト内の日本語の解説は、あなたの英語運用能力の向上に役立った
と思いますか？
表5：Q4の回答結果
1（全く役立たなかった）
2（役立たなかった）
3（少々役立った） 4（役立った）
5（非常に役立った）
7（25％） 11（40％） 10（35％）
　この質問も、Q2と同じく1～5の、5つの選択肢から1つを選択する質問形式
であったが、21名（28名中の75％）が役立ったと考えていた。（「日本語で説
明してくれなければ分からない」というコメントを残した学生がいた）
Q5： 上の質問で、3、4、5に○を付けた人に質問です。どのような状況で役
立ちましたか？（好きなだけ○を付けてください。）
表6：Q5の回答結果
1（Listening） 2（Speaking） 3（Reading） 4（Writing） 5（Examination）
3（10％） 2（7％） 14（50％） 13（46％） 5（18％）
　この質問に対してもQ3と同じく、90％以上の学生が日本語の説明がリスニ
ングあるいはスピーキングに役立ったとは考えていなかった。
Q6： テキスト内の確認問題は、あなたの英語運用能力の向上に役立ったと思
いますか？
表7：Q6の回答結果
1（全く役立たなかった）
2（役立たなかった）
3（少し役立った） 4（役立った）
5（非常に役立った）
11（40％） 9（32％） 8（28％）
　この質問に対しては、17名（28名中の60％）が、何らかの意味で役立った
と考えていた。
Q7： 上の質問で、3、4、5に○を付けた人に質問です。どのような状況で役
立ちましたか？（好きなだけ○を付けてください。）
表8：Q7の回答結果
1（Listening） 2（Speaking） 3（Reading） 4（Writing） 5（Examination）
3（10％） 4（14％） 8（29％） 12（43％） 7（25％）
　Q3、Q5と同じく、ほぼ90％以上の学生は、文法テキスト内の確認問題が、
リスニングあるいはスピーキングに役立ったとは考えていなかった。
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Q8： このような文法テキストを使った事があってもなくてもかまいません。
この授業では、日常の英語会話表現に的をしぼってリスニングや、自己
表現を行っています。この方向は今後も変わりませんが、このような文
法テキストを部分的に授業に取り入れて欲しいですか？
表9：Q8の回答結果
1（全く同意しない）
2（同意しない）
3（ ないよりは取入れた方が
良い）
4（取り入れて欲しい）
5 （非常に取り入れて欲しい）
10（34％） 17（59％） 2（7％）
　この質問は、5つの選択肢から1つを選択する質問形式であったが、10名（全
体の34％）が同意しなかったが、19名（全体29名中の66％）が、明示的に英
文法を示した教科書を、英語会話主体の授業の中へ導入する事に、ある程度
の賛意を示す結果となった。Q3、Q5、Q7の結果では、英会話の要素である
リスニングあるいはスピーキングと、明示的な形での文法学習との関連を考
えた学生は約10％前後であり、約90％の学生はその関連に気づいていなかっ
た。その点をふまえて Q8の結果を考慮すると、ここにはある程度の意識の変
化が見られると言えよう。
　つまり、「英語の会話に焦点を合わせ、さらに学習者にとって興味が持て
る（と推測される）task」を与えて、聞き取りや発話に対する意欲を刺激す
る事により、英会話の運用能力の向上と、明示的な形での文法学習との関連
に気づく可能性が、ある程度高まる事が分かる。Q3、Q5、Q7の結果では“2
～4名”だった状態から、Q8の結果では“19名”へと上昇した点に留意され
たい。
5．結論
　本章では、本稿における3つの研究目的に対して、研究結果をふまえた議論
を行う。
①「英会話において、明示的に英語構文や語法を示した形の学習は必要ない」
という視点は、大学生に本当に共有されているのか。
　まず、最初の研究目的についてであるが、Q3、Q5、Q7に対する回答から、
①のような意識が日本の大学生の中で実際に共有されている場合があると言
える。無論、あくまでも一例としての結果である事は言うまでもないが、本発
表における調査では90％前後の学生達に共有されていた。今回の研究では、
なぜこのような意識が大学生の中に生まれたのか不明であるが、憂慮すべき
事態であると言えよう。
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②もし共有されている場合、どのような授業が「英会話と明示的な形での英
文法学習の関連への気づき」を与えられるのか。
　この2つ目の研究目的については、Q8の結果をふまえると、本研究におけ
る授業の中で、ある程度の気づきが学習者に生まれたと推測される。つまり、
英語圏におけるなるべく自然な英語会話を授業材料として与え、その内容そ
のものの分析を行い、英文における語順や語法を考えさせ、疑問点を生じさ
せる。その上で文法的な解説や説明を受けさせる、といった形の英語学習が、
「英会話に、明示的な形での英文法の学習が要求される。」という視点を学習
者に与えうるといえる。
③大学英語授業における「明示的に英文法を示した教科書」を使用できる可
能性はあるのか。
　最後の3つ目の研究目的についてであるが、今回の研究結果からは可能性
はあると結論づけられる。しかし、使用したい場合は、教員側からいきなり
文法の必要性の説明や文法の解説などから入らない選択肢を考慮する必要が
あるだろう。
　授業においては、教材選びや授業の内容において、学習者にとって興味が
持て、「理解したい」「表現したい」と思わせる（であろう）何らかの Taskを
与える。その中で、あえて「自由に理解できない」、あるいは、「自由に表現
できない」、という経験を最初に学習者に与える。そこから、「明示的な形で
の英文法の学習は必要である」という点への気づきを、学習者間に促す必要
がある。
　学習者にその点に気づかせた後で、正しい英語構文や正しい語法の解説を
文法の教科書を使用しつつ定着を図る手法が1つの可能性として考えられる。
6．将来への展望
　将来への課題としては、上述のように①のような意識の発生の理由につい
て、ある程度追求してみる意味はあると思われる。ただ、それ以上に、「英
語会話（Listeningあるいは Speaking）と、明示的な形での文法学習の関連へ
の気づき」は、今回の授業ではまだ十分なものとは言えないという点が残っ
た。今後も、文法意識の高まりを考慮するにあたり、更なる工夫が必要と思
われる。
　今回の調査は、学習者が「英語会話と、明示的な形での文法学習の関連」に
気づく方向が授業の中で作り出せるかどうかという点にあった。この点につ
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いて、「学習者による具体的な文法項目の実際の習得度」という論点や、「文
法学習に対する本質的な意識の変化の可能性」などについての議論には、さ
らに長期的で詳細な研究が必要となるため、その点も今後の研究課題とした
い。
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付属資料1：授業中における学生からの反応について（質的データの観点から）
表10：自由記述形式による学習者から授業への感想（9／29の授業）
Text-based-taskのみに限定して 肯定的な意見 否定的な意見
9（約31％） 3（約10％）
Creative taskのみに限定して 肯定的な意見 否定的な意見
8（約27％） 7（約24％）
両方の taskについて 両方の taskに肯定的な意見 両方の taskに否定的な意見
3（約10％） 0（0％）
計 20（約69％） 10（約34％）
※ 教員からの要望は、「今日の授業に関して何でも思った事を書いて欲しい。内容は、
個々人の成績に全く無関係である。」という物。全員が2種類の taskの片方あるいは両
方に関して感想を残した。
※以下は肯定・否定の感想の例
・Text-based-taskに対する肯定的意見
　「聞きとりは、あまり難しい単語を使っていないため、できた。」
　「聞いてみると、簡単な単語ばかりだった。」
　「映画は、話自体が面白かった。」
　「発音がはっきりしていて聞き取りやすかった。」
・Creative taskに対する肯定的意見
　「会話を作るのはけっこうたのしい」
　 「自分の会話を作るのは、シチュエーションをどれだけしっかりつくるかで会話が生ま
れてくると思う。」
　「自分でストーリーを作るというのは脚本を考えているみたいでおもしろかった。」
　「学科と合わせた授業はとてもやりがいのあるものだと思います。それに面白い。」
・Text-based-taskに対する否定的意見
　「今日の聞き取りは難しかった。」
　「早くてついていきにくい。」
　「プリントに、日本語の訳を載せておいてほしい。」
・Creative taskに対する否定的意見
　「英語で物語を作るのは難しかった。」
　「課題に費やす時間が足りなかった。」
　「漠然とした課題は難しいです。」
　「ストーリーはできるのだが、英語に再構築できない。」
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付属資料2：「明示的に英文法を示した教科書」の一部
文の組み立て①
A　主部と述部
　英語のほとんどの文は「主部＋述部」の形をとっている。
主　　部 述　　部
1．Spring  is  a  beautiful season.
2．Spring begins  in  April  in Japan.
3．I like  spring  very  much.
NOTE:  There is ［are］～ . Here is ［are］～ .の文では述部の後に主語がくる。 
There is a white ower in the vase.
B　S＋ V「－は～する：～がある（いる）」
1．Birds sing and owers came out.
 　（鳥は啼
な
き、花は咲く）
2．Some students of this school walk to the school.
 　（本校の生徒の中には、徒歩で通学しているものもいる）
3．Harumi and her sister were at the party.
 　（晴美さんと妹がそのパーティーにいました）
NOTE: Sや Vにはいろいろな修飾語がつくことが多い。
C　S＋ V＋ C「－は～である：－は～になる」（S = Cの関係）
1．I am tired out from the long walk.
 　（私は長く歩いたのでくたくたです）
2．What’s wrong with you? You look pale.
 　（どうしたの。顔色が悪いよ）
3．The singer became famous all over the world.
 　（その歌手は世界中で有名になった）
EXERCISE
1．（　）内に適当な動詞を下から選び、必要なら語形を変えて入れなさい。
1．The pizza （          ） very nice. Why don’t you try it?
2．I am now （          ） at a hotel in the center of the city.
3．My uncle and aunt （             ） in Kyoto the years ago.
4．The sky has gotten dark and it （             ） like rain.
5．In autumn most of the leaves （           ） red and yellow.
 　〔 stay  turn  look  taste  live 〕
2．〔例〕にならって、Thereで始まる文に書きかえなさい。
〔例〕My family has four people. → There are four people in my family.
1．Our school has a big library.
2．This city has three senior high schools.
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3．（           ）内の動詞を用いて、英語に直しなさい。
1．私は仙台の郊外に住んでいる。
 　（live）
2．この箱の中にはボールが12個入っている。
 　（be）
3．私の姉は2人とも看護士になった。
 　（become）
4．この石鹸はとても良い香りがする。
 　（smell）
5．私の祖母は年のわりに若く見える。
 　（look）
＊ Notes　1．郊外  suburb（s）　　5．年のわりに  for one’s age
Let’s Practice
　次の空欄部分に合うせりふをつくって、対話の練習をしなさい。
Friend： What’s wrong with you? You looks pale
You：【                    】
Friend： That’s too bad. You’d better go to see a doctor as soon as possible.
“Practical English Writing”池田書店（Ikeda publishing）
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付属資料3：授業内で扱われた task の一例
（映画“Beauty and the Beastの一シーンからのディクテーション）
注： 台詞で（　）で囲われた部分は、本来は空白でありが聞き取って書き込むようになっ
ている。
Beauty and the Beast
Belle: （ Hello, is anyone here?            ）? Hello? Papa? Are you here?
Chip: Mama, there’s a girl in the castle.
Mrs. Potts: Now, Chip, I’ll not have   you   making up  such wild stories.
Chip: （ Really, mama. I saw her.            ）
Mrs. Potts: Not another word.
Chip: But...
Mrs. Potts: into the tab.
Chip: Woop!
Servent 01: Well, I saw a girl in the castle.
Chip: （ See? I told you.            ）
Lumiere: （ Did you see that? It is a girl!            ）?
Cogsworth: （ I know it is a girl.            ）
Lumiere:  Don’t you see she’s the one, the girl we have been waiting for. 
She has come to break the spell.
Cogsworth: Wait a minute. Wait a minute.
Belle:  Papa? Papa? Hello? Someone here? （ Is anyone here            ）? 
（ That is funny. I am sure there is someone.            ） Is anyone here?
Maurice: Belle?
Belle: Papa!
Maurice: Hoe, how did you ﬁnd me?
Belle: Oh, your hands are like ice. I have to get   you   out of there  .
Maurice: Belle, I want you to leave this place.
Belle: Who’s done this to you?
Maurice: （ No time to explain.            ） You must go now.
Belle: I won’t leave you.
Beast: What are doing here?
Maurice: （ Run!            ）, Belle!
Belle: Who’s there? Who are you?
Beast: The master of this castle.
Belle:  I’ve come for my father. Please let   him   go  . 
（ Can’t you see he is sick?            ）
Beast: Then, he shouldn’t have trespassed here.
Belle: But, he could die. Please, I’ll do anything.
Beast: There’s nothing you can do. He’s my prisoner.
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Belle: Oh, there must be some way I can. Wait! Take me instead.
Beast: You? You would take his place?
Maurice: Belle, No! （ You don’t know what you are doing.            ）
Belle: If I did, would you let   him   go  ?
Beast: Yes! You must promise to stay forever.
Belle: Come into the light.
Maurice: No, Belle, （ I won’t let you do this.            ）.
Belle: You have my word.
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付属資料4：授業内で扱われた task の一例
「自分達の会話を作る！」の回
今回は、「ある状況の元で自らストーリーを作る練習」です。
① 今回のセリフの中では、KEY表現として、 “Did you see that? It is ～ .”／“See? I told 
you.”／“No time to explain.” などがあり、 let 人 動詞  という使役の文が出ています。
② これらのセリフを「自分達の日常の一場面」に引き寄せて、想像力を働かせつつ自分
達で「2人による会話のストーリー」を作ります。1人あたり1つ、会話を作ってみてく
ださい。
③急に作るのは難しいので、以下のように状況を設定しておきます。
・あなたは友人と一緒にいます。
　何でも良いので、今、気になる物が目の前にあると思ってください。
　 “Hey, did you see that? It is ～！” を使い、「～」の部分に好きな物を入れ、そこから会
話がスタートするとしておきます。
・ 必ず、“See? I told you.”／“No time to explain!”／“That’s funny.／“I know ～ .”／ 
I saw ～ .／You don’t know what you are doing.のどれか1つは入れてください。全部使っ
ても OKです。
・2人による会話で、1人あたり最低でも「4回」は登場させます。 もっと長くても OK。
ADVICE
・ 最初に見た物を工夫します。 例えば「好きな歌手」（“favorite singer”）など
・ 英語でどのように言うか、周りと相談しあって良いです。会話の盛り上がりを楽しむと
良いです。
・ 英語での言い方が分からない時は、何でも質問してください。
注意！
※映像メディア学科の学生として「絵本や漫画のシナリオ」など書く練習です。
※「習った表現を自分なりに使う」という英語の勉強でもあります。
※英語での言い方が分からない部分は何でも質問して良いし、和英辞書も使用して OK。
※後ほどグループ内で相談して、best conversationを1つ選んで発表します。
